
 

 

 

 

 

 

ごあいさつ 

 陽春を迎え、百花繚乱の美しい季節となりました。

皆様におかれましてはいかがお過ごしでしょうか。 

 さて、２月に入ってからの新型コロナウィルス感染症

の世界的流行は、医療や経済に留まらず，あらゆる

分野に多大な影響を及ぼし続けています。これほど長

期化、深刻化するとは当初、予想だにできませんでし

た。 

 あらゆるイベントや集会、個人の飲食、観光が自粛

されています。その結果、経済活動に大きな打撃を受

け、個人の暮らしや事業の継続に苦慮されている

方々がたくさんおられるのではないでしょうか。行政も

議会もどのような支援の手を差し延べられるのか真剣

に議論し、出来る事から速やかに取り組んで行かな

ければならないと考えています。 

 今は一日も早く収束し、平穏な日常が回復できるこ

とを願わずにはいられません。 

「鯖江市まち・ひと・しごと創生総合戦略」とは鯖江市にお

ける最上位に位置づけられる計画です。あらゆる計画の根

本であり、市が現在力を入れて取り組んでいるＳＤＧｓやそ

の指標の一つである「ジェンダー平等を実現しよう（女性

活躍の推進）」も包含しています。 

第 1期の目標と評価について 

国は２０１４年１２月に少子高齢化社会の進展に的確に対応

し、人口減少社会に歯どめを掛けるとともに、東京一極集

中を是正し、それぞれの地域が自らの地域資源を活用して、

将来に向かって活力ある地域社会を創造することを目的

とする「まち・ひと・しごと創生法」を策定しました。東京一

極集中を是正するについては、具体的に現在３５歳未満の

若い世代で約１０万人が転入超過という状況を２０２０年に

是正するとしていました。しかし、地方創生を掲げて５年、東

京圏への流入はむしろ加速しているのが現状です。１８年時

点で東京圏の転入超過数は１３万６千人と、１４年時点よりも

４万人近く増えています。しかも、１８年は転入超過数のほ

ぼ６割が女性だったとの結果からも、全国で最も出生率が

低い東京が若い多くの女性を惹きつけ、少子化にさらに拍

車を掛ける結果となっています。東京圏への転入転出の均

衡を図り、出生率を徐々に回復するという政府の目標も完

全に裏目に出ていると言えます。 
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鯖江市の将来人口推計 

（Ｑ）鯖江市における自然増減と社会増減の過去５年

間の推移は 

（A）自然増減は５年間の年平均で６７．８人の自然減の状

態が続いており、少子高齢化が進行しています。 

 一方、社会増減は５年間の年平均で２４６．４人の増加傾向

にあります。結果として、現在のところ自然増減、社会増減と

もに人口ビジョンの見込みを上回る水準で推移しています。

しかし、社会増減を県内、県外別に見ますと、県内の他市町

に対しては転入超過となっていますが、県外に対しては転出

超過となっています。福井県の人口が減少傾向にある中、こ

のような状況が続く限り、これ以上の社会増を見込める状

況ではないと考えています。 

 

 

（Ｑ）鯖江市における若者世代の転入転出の現状は 

（A）２０１８年における転入の状況は、男女ともに２０歳か

ら３４歳の転入数が多く、約６割が県内他市町からの転入と

なっています。また、転出は男女ともに２０歳から３４歳の転

出数が多くなっています。その内訳は県内他市町への転出

と県外への転出がほぼ同数となっています。特に男性の２０

歳から２４歳の約７割が県外への転出となっていることから、

就職先として関東、関西、中京方面の県外企業を選択して

いる学生が多いことが推察されます。このような状況の中、

第１期総合戦略では１５歳から２９歳における社会増減を推

計値よりも毎年＋３０人という目標を掲げていましたが、２０

１８年の実績としては－５２人となり、達成は厳しい状況です。

一方で３０歳代の転入超過が顕著となっており、これに伴い

０歳から４歳児も転入超過の状況であることから、結果的に

社会増減については、人口ビジョンの目標値を上回る水準

で推移しているという状況です。 

意見 第２期でも２０２４年に再び推計値より＋３０人を目

標に掲げていますが、余程思い切った対策をとっていかな

い限り、達成は相当に難しいと思います。 

（Ｑ）U・Iターン者に関しての認識は 

（A）第１期総合戦略のもと、Ｕ・Ｉターン者の増加に向け、

魅力ある雇用の創出や学生連携事業、子育て環境の整備

などに取り組んできました。結果、地場産業に従事する若者

や、サテライトオフィス(※)の進出による地元雇用の創出、さ

らには本市に移住して街づくりに積極的に取り組む若者な

ども現れ、一定の成果があったものと考えています。 

年齢階層別、住所別の純移動数によりますと、２０歳から

２４歳が県外へ大きく転出超過しているのに対し、２０歳から

３９歳に見られる転入超過の多くは、県外からではなく、県

内の他市町からであり、Ｕ・Ｉターン者数が県外への転出を

上回るレベルではないことは明らかです。 

 また、福井県の進路実態調査結果によりますと、平成３１年

３月に卒業した県内の学生のうち、県外に進学した学生は約

６５％となっています。さらに、平成３１年３月に卒業した学生

のＵターン就職率は増加傾向にあるものの３２．１％となって

おり、多くの学生が県外に進学し、そのまま県外に就職して

いる状況が伺えます。本市においても同様の状況にあると

思われ、今後一層のＵ・Ｉターン者の増加に向け、魅力ある雇

用の創出や学生連携事業、子育て環境の整備などに引き続

き取り組み、さらなる関係人口の獲得にも取り組んでいく必

要があると認識しています。 

※サテライトオフィス・・本社と情報通信ネットワークで結ばれた

都市周辺部の衛星的な小規模オフィス 

意見  保育士就業資金貸付金制度（資格取得後、鯖江

の保育所に勤めれば一定の条件のもと、貸付金が免除さ

れる制度）は、Ｕターンを確実にする上で大変良い制度だ

と評価しています。この制度の趣旨を他の職種にも拡げて、

Ｕターン支援を拡充していただきたいと思います。 

また、「広報さばえ」を本人や親が希望すれば、卒業まで

郵送する方法なども考えられます。そこには多くの補助制

保育士の確保と子育て環境の整備に力を入れます（ネットより） 



度や求人募集が掲載されており、将来のＵターンやふるさ

と納税につながる可能性が高いのではないでしょうか。 

（Ｑ）企業立地や新産業成長分野などにおける雇用創

出効果について 

（A）本市に開設されている５社のサテライトオフィスは、女

性を中心とした合計４０人の新たな雇用を生み出しました。

今後も「ＩＴのまちさばえ」の取り組みを積極的に紹介するこ

とにより、首都圏のＩＴ企業の本市への進出意欲を高め、さら

なるサテライトオフィスへの誘致に繋げていきます。 

工場立地

助成金等は

令和元年度

におき、工場

増設４社およ

び新規事務

所開設１社の

計５社に対し

約５，９５０万

円の助成を

見込んでいます。新規採用者は４９人で、そのうち鯖江市は

１６人となっています。また、新年度には、工場増設４社、事

務所新設１社、事務所移設１社、事務所増設１社の計７社に

対して約７，１００万円の助成を見込んでいます。新規雇用者

は８０人で、うち鯖江市民は３４人程度を見込んでいます。 

 さらに、地場産業で培ったチタンの精密加工技術を生か

した医療やウェアラブル情報端末等の今後の成長が期待さ

れ、現在約６５人の新規雇用を創出しており、平成３０年度

ベースで約３億円の出荷額に繋がっています。ビジネスとし

て軌道に乗るには、いましばらく時間が必要です。 

企業立地助成金など、積極的に支援を行い、さらなる雇

用の確保や産業の活性化に努めていきます。 

意見 めがねの技術を活用した医療分野は本市の特性

にマッチしていると思います。大きな産業に育つように願

います。また、サテライトオフィスは、都会の大学を卒業した

人たちには魅力的な職場だと思います。ただ、サテライト

オフィス誘致は全国の各市町がしのぎを削って競っていま

す。魅力のある鯖江でないと来てくれないと思いますので

環境整備に努めていただきたいと思います。 

（Ｑ）お試し移住事業、アートキャンプの成果と評価 

（A）お試し移住事業は、就業体験などの型にはまったプロ

グラムを課すことなく、田舎暮らしをゆるく体験してもらうプ

ロジェクトであり、都市部から１５人の若者が参加しました。

この間、地域行事への参加など住民と積極的に交流しまし

た。ある女性は、毎日ブログで生活ぶりを発信し、地元のメ

ディアはもとより全国でも大きな話題となりました。 

このプロジェクト自体は半年間で終了しましたが、参加者

のうち７名が事業終了後も鯖江に残り、地域おこし協力隊と

して「ＲＥＮＥＷ」の運営や、全国版のゆるい移住を実施する

など地域活動に大きく貢献している方もいます。また、地元

の方と結婚され、新たな家庭を築かれた方もあり、現在２人

が市内に、３人が県内に在住され、一定の成果がありました。 

 平成１６年福井豪雨における災害復興支援事業をきっかけ

として始まりました河和田アートキャンプ事業は、現在までに

９３３人の大学生が参加し、河和田地区における創作活動を

通じて、心温まる地域風土や伝統産業に魅力を感じ、県外

から移住するＯＢ、ＯＧが徐々に増えてきています。これまで

に１１人の方が定住され、就職や起業、あるいは結婚して家

庭を築かれた方もいます。 

市ではこうした繋がりを大切にし、鯖江に住んでみたくな

る意識の醸成に向けてサポートしいきたいと考えています。 

意見 「お試し移住事業」や「アートキャンプ」について

は賛否両論があると思います。しかし、今の時代、かなり思

い切った施策をとらない限り若者の社会増は見込めませ

ん。短期的費用対効果はもちろん大切です。しかし、長い目

で見て評価すべきものもあると思います。 

（Ｑ）出生数の現状と今後の推移について 

（A）第１期総合戦

略では出生数を２０１

５年から２０１９年の５

年間の平均値で６１０

人を目指していまし

たが、２０１８年末時

点の４年間の平均値

５８２人に留まってい

ます。 

一方、社人研(※)

の推計によりますと、出生数に影響のある１５歳から４９歳の

女性が社会減に転じていくことなどの影響により、出生数は

さらに減少していくと推測されます。保育や教育環境の整備

はもとより、子供医療費の無償化や地域における子育て支

援の充実を図るなど、子育て支援事業計画を着実に推進す

ることで、安心して結婚、出産、子育てができる環境の整備

に努めていきます。 

※社人研・・国立社会保障・人口問題研究所の略 

市内に誘致したサテライトオフィス 



第２期の施策と目標について 

政府は、第２期の基本方針として、定住はしないが、定期

的に訪れてくれる関係人口の拡大や、企業版ふるさと納

税の手続の簡素化などを打ち出しました。また、人工知能 

ＡＩや新技術の活用促進、高校でのふるさと教育の普及な

ども盛り込み、さらに中心市街地の空き家、空き店舗への

税制改正による活性化なども検討するとしました。 

このような政府方針のもと、鯖江市では第２期総合戦略

の素案を策定しましたが、第１期総合戦略に加えて、新たな

重点施策としてＳＤＧｓの推進を打ち出しています。 

（Ｑ）ＳＤＧｓの推進について概略的な説明を 

（A）第２期総合戦略に策定しましたＳＤＧｓの推進は、国の

アクションプランと歩調を合わせる中で女性が活躍しやすい

街づくり、強靱かつ環境に優しい街づくり、ソサエティー5.0

の実現の３本柱で推進します。 

 女性が活躍しやすい街づくりは、ＳＤＧｓ５番目の目標であ

るジェンダー平等の実現が１７の目標を達成する上で礎にな

ります。そのために男性の理解と意識改革の推進ならびに

女性の参画意欲の向上を大きな柱とし、女性が輝き、活躍し

続けられるような居場所と出番づくりに努め、地域のエンパ

ワーメント（能力の発揮）に繋げていきたいと考えています。 

 強靱かつ環境にやさしい街づくりは、公共交通の利便性向

上や、道路や水道等の公共インフラの長寿命化、防災、減災

機能の強化を図るとともに快適に暮らせる環境に優しく、景

観に配慮した施策を推進し、全ての人が住みやすく、安心し

て暮らせる街づくりを目指していきます。 

 ソサエティー5.0 の実現は、ＩｏＴ、ロボット、ＡＩやビッグデ

ータ等の先端技術をあらゆる産業や社会生活に取り入れ、

格差なく多様なニーズにきめ細やかに対応したサービスを

提供するという、人間中心の人に優しい社会の構築を目指

すものです。企業や行政における導入を積極的に推進し、

業務の効率化やサービスの向上に取り組んでいきます。 

地方創生の取り組みをＳＤＧｓの理念に沿って進めること

により、政策全体の最適化、地域課題解決の加速化という

相乗効果が期待できると考えています。市民や各種団体の

理解を得ながら第２期総合戦略を着実に推進していきます。 

意見 女性活躍社会の実現に力を注ぐにあたり、市民に

とっては、言葉だけが先行し、どのような社会を構築しよう

としているのか具体的に見えていないのではないかと危

惧しています。市民の理解の上に協力を得ていかなければ、

思惑だけが空回りしかねないと懸念をするところです。充

分なご配慮を願うところです。 

（Ｑ）地元愛を醸成するにはふるさと教育が大切。取り

組みの現状は 

（A）学校教育基本方針に、ふるさと学習を通した郷土を

愛する心の育成を重点施策として位置づけています。鯖江

の自然や文化、伝統や産業を学び、その知識を自分の考え

方や生き方に反映しながら自分の夢や志の実現に向けてし

っかり努力し、鯖江の発展を志向できる児童・生徒を育てる

ことを目指して進めています。 

まず小学校では社会科の現場学習、地場産業体験学習

により、児童が主体的に地域の文化や産業、歴史などにか

かわる活動に取り組んでいます。また、高学年は、校区の歴

史や文化、産業への理解を深めながら壁新聞などを作るな

どして、ふるさと鯖江の未来を語り合う活動を実践している

学校もあります。 

また、中学校では従来から地元企業と連携し、プロのデザ

イナーから眼鏡を題材としたデザイン実習を行う産業教育

支援事業、眼鏡など地元産業と触れ合うことができる職場

体験活動、鯖江ものづくり博覧会への参加などを通して地

場産業の理解に努める教育に取り組んでいます。 

今後も、郷土に対する児童・生徒たちの誇りと愛着を育て

る学習活動に努めていきます。 

天神川と河

和田川の合

流地点に堆

積していた大

量の土砂を

取り除きまし

た。これで水

の流れが良く

な り ま す 。  

さらに、天神

橋までの浚渫

に取り掛かる

予定です。  

※お断り PCの文字種により、やむなく「鯖」と「鯖」の文字を併用する場合があります 

 

土砂の撤去を終えた合流地点 

堆積した土砂を取り除く工事中 

あとがき 新型コロナウィルス感染症拡大により、あらゆ
ることが自粛となり、さらに公共施設が次々と閉鎖され、外

出しようにも行くところがなくお困りではないでしょうか。こ

のレポートが皆様のお手元に届くころには収束しています

よう願うところです。身近な所での運動に心掛け、健康にお

過ごしください。 


